
人とチームと企業を

前向きにととのえる

令和４年度フェムテック等サポートサービス実証事業最終報告



事業計画（事業目的と実施事項）



我々が解決する社会課題

女 性 に と っ て 居 づ ら い 環 境



3e-HARAMAKIの概要

充電不要の圧力や振動、温度変化のエネルギーを負電位に変換する腹巻き

約-200Vの電位を確認



ノウセツの概要
思考の癖

メンタル状況

思考のクセとメンタル状況を可視化



我々が解決してこうします

女性の健康課題

女性の働く環境課題

居心地よい環境

１

２

PMS・生理痛・更年期を
電気が出る3e-HARAMAKIを着るだけで
イマイチな時間と対処方法の課題を解決！

ノウセツで自分と相手を知り
コミュニケーションをととのえる

当初予定より
追加検証



我々が解決して最終ゴールは

女性にとって
心地よい環境

自分も周りも
前向きになる



株式会社天煌堂

前向きな時間にととのえる

体調の向きを
整える ∞ 思考の向きを

整える

課題解決を実現するチーム

社員の脳と話そう

株式会社a c t o r



実施スケジュールと内容

2022年 2023年

～6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協力企業開拓
企業の開拓

自治体の開拓

TOTONOERU
準備・提供

3e-HARAMAKI

ノウセツ

TOTONOERU
実施

10社
（PMS・生理痛）

1社
（更年期）

データ集計

PMS・生理痛の症状
アンケート

ノウセツ結果



事業計画に基づき実施したこと



協力いただいた企業及び団体

多種多様な業種業態11団体122サンプル（PMS・生理痛108/更年期14）にて実施



協力企業にて実施頂いた内容

事前調整 STEP0 STEP1（開始） STEP2（3ヶ月後）

・企業担当者への趣旨説明
・窓口担当者の設定
・協力者の調整
・STEP0の日程調整

・協力者向け趣旨説明
・連絡用公式LINE登録

（オンラインでの説明）

STEP1までに
ノウセツ登録

・ノウセツセッション
・PMS・生理痛アンケート
・3e-HARAMAKI配布

（リアルでの集合研修）

・ノウセツ登録
・PMS・生理痛アンケート
・データ集計

1企業あたり3ヶ月間と設定。Before/Afterをアンケートやノウセツにて測定。
※更年期症状の検証は1ヶ月間。



参考



本事業の成果と課題



実証事業の成果

TOTONOERUの開発

１

協力企業の開拓と実証

２

今後の展開

３

3e-HARAMAKI、ノウセツの活用
方法のブラッシュアップ

11社の多種多様な企業・団体にて
122サンプルの導入効果を確認

論文化や研修サービスとの連携な
ど広げていくことができる



②協力企業との実証



協力企業の開拓について

開拓時に良かったこと 難しかったこと

✓ 天煌堂とactorの人的ネットワークに

より順調に開拓

✓ TOTONOERUサービスが企業にとっ

て手間がかからないこと

✓ その日に体験できるくらい導入しやす

いソリューションであったこと

✓ 実証実験開始にあたり、男性がフロン

ト対応となると進捗が遅い、もしくは

忘れられることがあった。

✓ 男性からの実証実験参加の声掛けは少

し抵抗がある感じがした。



取組みの認知拡大について

男性が主体的に動きフェムテックを推進していくことについて認知活動を実施

女性からは応援される 男性からは・・・

✓ やることに意義がある
✓ やってくれるとありがたい
✓ 男性にも知ってもらえる

✓ なんでやってるの
✓ ペインわからないんじゃないの
✓ 男性がやるのおかしい



“一人では行けないところまで行くには

自分だけでなく周囲のコンディションも整えて

同じ方向に思考が向けば早く行けますよね。”

伝えていること



実証実験参加者の状況

高い参加率で実施中

参加者数 アンケート ノウセツ アンケート ノウセツ

PMS・生理痛 119 108 114 85 86

回収率 (91%) (96%) （78％） （75％）

更年期 15 14 - 13 -

事前 事後



PMS・生理痛症状について①

利用前後の症状の変化を計測。全体的に改善傾向の数値を確認。

1

2

3

4

5

症状別の変化 (n=75)

事前調査 事後調査



PMS・生理痛症状について①

1. 腹痛

2. お腹の張り・痛み

3. 集中力がない

4. だるい、全身の倦怠感

5. 自分に嫌気がさす

1. 食欲がなくなる

2. 感情が溢れそうになる、涙もろ

くなる

3. むくみ

4. 夜も眠れない

5. 肌トラブル

■症状改善効果トップ５ ■症状変化が変わらないトップ５



PMS・生理痛症状について②

改善者内

対象N数 改善者数 改善なし者数 改善割合 改善平均時間 改善中央値 最大減少値

75 43 32 57.3% -79.3 -48 -312

57%
43%

改善者数 改善なし者数

PMS・生理痛の症状が生活に支障を来す時間の変化は５７％が減り
平均で月に79.3時間減少しています



共通指標① プレゼンティズム

WHO-HPQにて測定
絶対的プレゼンティズム、相対的プレゼンティズムにおいて改善

共通指標① 有効回答数： 82人

Before After

絶対的プレゼンティズム

平均値 51.71 51.71

中央値 50.00 50.00

改善した人数とその割合 32人（39%）

相対的プレゼンティズム

平均値 0.86 0.95

中央値 0.88 1.00

改善した人数とその割合 44人（53.7%）



共通指標① プレゼンティズム

プレゼンティズム損失コスト（金額）を算出

相対的プレゼンティズム Before 86％ After 95％

■Before

（100％－86％）×総報酬年額（平均年収461万円に設定）＝64.5万円/年/人・・・①

■After 

（100％－95％）×総報酬年額（平均年収461万円に設定）＝23.0万円/年/人・・・②

①－②にて41.5万円/年/人の損失コスト削減

プレゼンティーイズムと健康関連指標の関係式

（100％-WHO-HPQ相対的プレゼンティーイズム×100）×総報酬年額

※相対的プレゼンティズムが1の時を100％とした場合の割合



1組織の結果レポートサンプル



福岡県飯塚市役所のデータ

参加者数 アンケート ノウセツ アンケート ノウセツ

PMS・生理痛 19 18 19 13 19

(95%) (100%) （72％） （100％）

管理職 4

事前 事後

福岡県飯塚市役所での実証実験データ

※2/15時点



PMS・生理痛症状について①

利用前後の症状の変化を計測。全体的に改善傾向の数値を確認。

1

2

3

4

5
事前調査 事後調査



PMS・生理痛症状について①

1. イライラする、怒りっぽい

2. だるい、全身の倦怠感

3. 日常生活に意欲がわかない

4. お腹の張り・痛み

5. 集中力がない

1. 食欲がなくなる

2. 常に何か口にしたくなる、甘い

ものが食べたい

3. 乳房の張り・痛み

4. 肌トラブル

5. 夜も眠れない

■症状改善効果トップ５ ■症状変化が変わらないトップ５



１ヶ月のうち、PMS・生理痛の症状が生活に支障を

来す時間は減りましたか？

減った 変わらない 減っていない

PMS・生理痛症状について②

PMS・生理痛の症状が生活に支障を来す時間の変化は５４％が減った

「減った」方の中で

240時間→60時間
最大180時間 /月が減少５４％３８％

８％



共通指標① 有効回答数： 13人

Before After

絶対的プレゼンティズム

平均値 46.92 48.46

中央値 50.00 50.00

改善した人数とその割合 4人（30.8%）

相対的プレゼンティズム

平均値 0.75 0.86

中央値 0.78 1.00

改善した人数とその割合 7人（53.8%）

共通指標① プレゼンティズム

絶対的プレゼンティズム、相対的プレゼンティズムにおいて改善



定性フィードバック（例）

該当者へインタビューし、ライフスタイルや症状の改善や機能性の状況を確認

■年代・生活リズム
起床時間 7：00 就寝時間 1：00～2：00

勤務時間 8：30～23：00

■生理痛症状
貧血からくる頭痛
整理期間中はじんわりずっと痛い
■PMS症状
イライラする
直前はとても怒りっぽい
些細な事で怒る
眠い
■対処方法
ロキソニンとかバファリン
■仕事への影響
フルタイムで仕事してるので同じコンディションで仕事で
きたら
1日目・2日目は必ずパフォーマンス低下
半日ぐらいは何も出来てないな
重い仕事は入れないようにしてきた

■3e-HARAMAKIの利用方法
お風呂以外は巻いていた、暑い時期でも不快なく毎日利用

■解決された悩み・感想
・体調もメンタルも上向き
・生理期間中は体調良かった
・安心感があり症状が悪化しない
・暑い日も寒い日もずっと付けてたい
・すごく気に入っていた
・頭痛もそこまで酷くならず、起きない日もあった
・ 2日目が酷かったあってもちょこっと、気配もなく
・PMSも安心感に包まれていた 気分も落ち込まない

■商品の良さ
・丈が胸元まであるのが最高
・ロングで上まであると安心感が凄い
・薄くても機能が果たせる製品で良い
・洋服に響かない
・洗濯してもへたらない

【利用前】 【利用後】



ノウセツ 思考のクセ（1組織サンプル）

【組織の思考のクセ詳細】
感情をベースに過去の出来事を記憶するタイプです。物
事の判断において、なぜやるのか、具体的に何をするの
か、どうしたら結果に結びつくのか等合理的思考であり、
プロセスと結果を両方重視する傾向があります。
大きな環境の変化は望まずリスクヘッジを考慮する上で
行動していくので、リスクの大きいチャレンジはせず、
どちらかといえば現状維持や現実的にイメージしやすい
方法を選択する傾向があります。
また常に結果を求めて行動する中でも周囲の人がどんな
反応をするのかどんな気持ちになるのか等、相手の立場
に立った判断も考慮します。
目標設定においては、１つ設定し達成までを逆算した考
え方で設定すると効果的です。複数目標を掲げると全て
が中途半端になってしまう可能性が高いです。

相手を中心に捉え、詳しい情報処理を行う2次元バランスであり
左脳全体&右脳2次元の優位タイプが多い傾向。
3ヶ月間では左脳3次元から左脳2次元に変化。

N=19



ノウセツ メンタル面の変化

3ヶ月間でのメンタル数値の改善について4つの項目で計測。
適正値もしくは数値の改善が以下の割合で確認することができました。

適正値及び改善人数

人間脳

志の強さ、社会に役
立つ生き方、感謝、
ポジティブ思考

ストレス耐性

克服力、忍耐力、楽
観性、決断力

動物脳＋

モチベーション、や
る気、依存

動物脳－

不安、怒り、恐怖、
感情のブレ

適正値及び改善人数

19

14

19

７

19

11

19

10

N=19



更年期症状についての検証

共通指標① 有効回答数： 13人

Before After

絶対的プレゼンティズム

平均値 54.62 63.85

中央値 50.00 70.00

改善した人数とその割合 7人（53.8%）

相対的プレゼンティズム

平均値 1.00 0.90

中央値 1.00 1.00

改善した人数とその割合 3人（23.1%）

絶対的プレゼンティズムの伸びが大きいことが特徴的だと思われます。
社長自らのトップダウンでの指示により腹巻をちゃんと着用してくれた多く、それに伴い体調自体
が改善したと考えられる。ノウセツを追加すればPMS・生理痛のようにほかの数値も改善の可能性
が考えられる。



ソリューションの課題



課題（3e-HARAMAKI）

利用方法によって効果を低減させてしまうため、直接肌に触れるとより良い

■化学繊維の帯電性の特性
化学繊維で作られたインナーウェアの上から
3e-HARAMAKIを利用している場合
創出した自由電子を奪われてしまい電気が減ってしまう

■化学繊維の導電性の特性
天然繊維の場合、体の水分を保水しますが、化学繊維の
場合保水しません。水分が導電の一つの要素のため電気
を通しにくいものになってしまい効果が落ちてしまう



課題（ノウセツ）

管理職
マネージャー

従業員

ノウセツによる思考のクセやメンタル状況の理解が従業員個人に留まり効果が限定
コミュニケーションを整えていくには管理職マネージャが理解しコミュニケーショ
ンに使えるまで落とし込む必要がある

ノウセツの理解

ノウセツの理解をここまで広げる



今後の事業展開



新手法の公開に向けて

海外展開を見据え、学会発表、2023年内に英文での論文化を目指します

2023年3月4日 日本睡眠環境学会にて発表

2023年6月～12月 英語論文提出～査読～掲載



3e-の機能をより効果的に

腹巻きタイプだけではなく、直肌利用に向けてレギンスやタンクトップ
洗濯耐性を付けるため機能劣化しない糸の開発を進める

3e-HARAMAKI
（腹巻き）

１

現在
直肌利用促進

ラインナップ拡張

化学繊維の
帯電性・導電性

洗濯の心配

効果を得るための
課題

糸・綿の開発

２

レギンス
タンクトップ
ショーツ

３



より広げていくために

電気を創る
特殊素材技術
・製品への後加工
・糸/綿

アパレルブランドやメーカーとの電気を創る特殊素材コラボの準備を進めます

ブランドとの提携

メーカーとの提携

ブランドを愛用しているユーザーへ

メーカー、小売流通からユーザーへ



※コラボイメージ

履いている間になんとなく不調をととのえる

ニオイも電気で分解、気になる汚れも電気で分解

あっというまにきれいに

気にならない、気にしないをつくる

楽にずっと着てられる レギンス



ノウセツをよりチーム活性化に

情報へのアプローチがしやすいダッシュボード環境と研修サービスを準備

Webダッシュボード 研修メニュー

×
・マネジメント研修

・チームビルディング研修

・営業力UP研修

ノウセツ比較表



現在

研
修

フェムケア
コミュニケー
ション関連

２
営業力UP
新製品開発
企業価値向上

2

PMS・生理痛

１

T
O
T
O
N
O
E
R
U

更年期

3

女性の働く環境をととのえる対象を拡張し、企業価値向上の支援を進めていく

T
O
T
O
N
O
E
R
U

ノウセツ

１

2 企業価値向上に向けて

３ 健康課題解決範囲を広げる

✓ ノウセツを活用した適正マネジメント

✓ 営業力UPの研修により売上UP

✓ 新規事業開発によりモチベーションUP

✓ 更年期症状へも対応

✓ 管理職女性の活躍を促進

TOTONOERUの解決範囲拡張

拡張



研修サービスとのコラボ

秋田県庁におけるヘルスケアビジネス創出の取組みにて秋田県内研修企業と企画。
2023年5月から秋田県内企業にて実証実験を実施予定。（2023年4月頃確定予定）

秋田県庁



人とチームと企業を

前向きにととのえていきます


